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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和2年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 大阪赤十字病院  院長 坂井 義治情熱の白衣 医師の素顔●74
食だより／秋の旬の食材〝かぼちゃ〟　　お薬ミニ知識／お薬を正しく飲めていますか？
『がんサポートチーム』からのお知らせ　　〝かかりつけ医〟をもちましょう　　感染症予防のヒント －正しく理解し、適切なものを選択するために－

　本年3月、京都大学消化管外科教授を辞し、4月から当院の院長として新型コロナ
ウイルス感染症対策の陣頭指揮に当たっていましたが、この度令和2年10月より消化
管外科外来を開始し、外科医として臨床の指導も再開することになりました。大学在職
中は、大腸外科医として大腸癌にとどまらず炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎やクローン
病）の外科治療も積極的に行ってきました。
　平成30年4月より直腸癌に対して保険収載されたロボット支援下手術にも精力的に
取り組んでおり、西日本に5人しかいない日本内視鏡外科学会認定プロクター（指導
者）として、自ら執刀をしつつ、後進の指導も積極的に行っています。大腸疾患、特に
直腸癌や炎症性腸疾患の患者さんをご紹介いただきますと幸いです。セカンドオピ
ニオンの方もどうぞお越しください。

News

大阪赤十字病院の理念

人事異動情報 （令和２年7月31日～10月1日）
採用

編集後記
　猛暑だった夏がいつの間にか過ぎ、日に日に涼しく、木々も彩り
始めました。今年は新型コロナウイルス感染症の世界的な感染
拡大で、いつもとは違う毎日を過ごしていると、当たり前にあった
ものの有難さを実感させられますね。秋といえば“食欲の秋”とも
いわれますが、私は十五夜にお月様を眺めながら月見団子を食べ
たり、さつまいもと鶏肉の炊き込みご飯を炊いたりして、今年も
おいしい秋の味覚を味わえる有難さを噛みしめています。紅葉を
見に行くにも人混みが気になる今年は、どうぞ皆さまもおいしい
秋の味覚から〝秋〟を実感されてみてはいかがでしょうか。　  （H.I）

令和2年10月から
坂井院長が外科外来を開始しました

▲本館2階「患者相談窓口」

寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度
個人として資金を拠出された場合

●

1.有功章・社長感謝状 ①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 社長感謝状

2.支部長表彰状（感謝状）  個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき
3.特別社員章（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章

（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。

・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または3年以内の累計額で500万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）
　　法人・団体の場合 → 一時または3年以内の累計額で1,000万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）
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学んで防ごう！ 『新型コロナウイルス感染症』特 集

診療担当日▶消化器外科 金曜日 午前 

　医療ソーシャルワーカー（MSW）をご存
じですか？　私たちMSWは『患者相談窓口』
や『がん相談支援センター』でさまざまな
生活上の相談をお聞きしたり、病棟で退院
支援として退院後の生活を円滑に行って
いただけるよう支援をしたりしています。
また、当院のチーム医療の一員としてかか
わり、社会福祉の立場からさまざまな支援
を行っています。
　今までは白衣を着用して業務を行って
いましたが、動きやすさを高め見た目で
MSWの存在を認識していただくことを目的に制服を変更しました。現在、当院の
MSWは6名と少ない人数ですが、この制服を見かけたら「相談員さん！」と気軽に
お声がけいただければと思います。本館2階の患者相談窓口・がん相談支援センター
でもお待ちしていますので、どんなことでもご相談ください。

News
〈8月1日付〉●定本　怜子（産婦人科部・専攻医）　〈10月1日付〉

●髙橋　雄大（泌尿器科部・医師）　●小林　雅典（整形外科部・医師）
●西尾　直子（放射線診断科部・医師）　●湯浅　友寿里（大手前整肢学園医務
部・医師）　●前田　広太郎（腎臓内科部・専攻医）　●髙木　梨恵（血液内科部・
専攻医）　●周　素蘇（糖尿病・内分泌内科部・専攻医）　●中野　省吾（消化器
内科部・専攻医）　●庄野　容子（消化器外科部・専攻医）　●石田　憲太郎
（産婦人科部・専攻医）　●池﨑　友美（整形外科部・専攻医）　●徳永　真也
（脳神経外科部・専攻医）　●丸一　栞里（循環器内科部・専攻医）　●西本　舞
（乳腺外科部・専攻医）　●奥　雄暉（血液内科部・専攻医）　●水谷　萌（呼吸
器内科部・専攻医）

退職 〈7月31日付〉●寺田　行範（脳神経外科部・医師）　〈9月14日
付〉　●吉水　美嶺（産婦人科部・医師）　〈9月30日付〉　●尾﨑　香子（リウ
マチ・膠原病内科部・医師）　●舩本　知里（整形外科部・医師）　●服部　悠斗
（泌尿器科部・医師）　●大宮　千明（腎臓内科部・専攻医）　●塩見　晃司
（脳神経外科部・専攻医）　●櫻井　絢（糖尿病・内分泌内科部・専攻医）
●大橋　倫子（リウマチ・膠原病内科部・専攻医）　●由比　直樹（血液内科部・
専攻医）　●土井　響（小児科部・専攻医）　●李　悠（消化器外科部・専攻医）
●岡本　吉央（血液内科部・専攻医）　●今本　量允（循環器内科部・専攻医）
●脇田　碧（消化器内科部・専攻医）　●緒方　康祐（糖尿病・内分泌内科部・
専攻医）　●塚崎　翔太（消化器外科部・専攻医）　●唐渡　修一郎（消化器内
科部・専攻医）　●伊藤　聖顕（消化器外科部・専攻医）　●天満　祐貴（小児
科部・非常勤嘱託医師→小児科部・専攻医）　●西尾　直子（放射線診断
科部・非常勤嘱託医師）

医療ソーシャルワーカーの制服が変わりました

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる当院に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に
励みます。皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

当院へのご寄付について

法人として資金を拠出された場合
●

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の年間所得
額の40％）から2,000円を差し引いた額が寄付者
の年間所得総額から控除されます。（所得税法第
78条第2項第3号）

特定公益増進法人に対する寄付金の損金算入限
度額を損金に算入することができます。（法人税法
第37条第4項）
※寄付金損金算入限度額については、法人の資本や所得
　金額によって異なります。限度額については税務署や
　税理士の方にご確認ください。

ご寄付の連絡先

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和2年10月発行　第74号1 8
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新型コロナウイルスは、
体のどこから入って感染するの？
　新型コロナウイルスは、人の「目、鼻、口」の粘膜から侵入すること
で感染します。例えば、感染対策をまったくしていない場合、次のよう
な経路で感染することがあります。

●感染した人と約１ｍ以内の近距離で長時間（約15分間以上）会話
　をすることで、感染した人の吐息や咳のしぶきに含まれるウイルス
　が「目、鼻、口」から侵入することで感染します。数分以内の会話は
　低リスクで、感染した人の横をすれ違うだけでは感染しません。
●基本的に空気を介して感染することはないと考えられています。
　しかし、換気が悪く湿度の高い部屋では、感染者の吐息に含まれ
　るウイルスが部屋の中でしばらくの間漂い続け、それを吸い込む
　ことで感染する可能性があります。
●ウイルスは、金属やプラスチックの表面で最大３日間生存する
　可能性があります。ウイルスが付着したドアノブや手すりなどを
　手で触り、ウイルスが付いた手で無意
　識のうちに自分の「目、鼻、口」の粘膜に
　触れることで感染します。また、感染者
　の使ったタオル、食器などを共用する
　ことで感染する可能性もあります。

感染は、こんな場面で発生します
　「目、鼻、口」からウイルスの侵入を防ぐことが、感染の予防につながります。日々 の心がけ
で感染を予防していきましょう。これらの予防は、新型コロナウイルス感染症だけでなく、イン
フルエンザの感染予防にも効果的です。
1.「三密」を避ける　「密集」、「密閉」、「密接」の三つの「密」を避けて生活しましょう。
2.人混みに入るときは必ずマスクを着用　スーパーに買い物に行く、電車やバスに乗るなど、
　近距離に他の人がいたり人混みに入ったりするときは、必ずマスクを着用しましょう。マス
　クは鼻と顎をしっかりカバーするように着用します。近距離で会話をする場合は、お互いに
　マスクを着用していれば感染が予防できます。
3.「目、鼻、口」を不用意に触らない　「目、鼻、口」を不用意に触らないようにしましょう。
　「目、鼻、口」を触るときは、必ず事前に手を洗いましょう。
4.部屋の換気　部屋の換気を心がけましょう。窓や扉を継続して開けたり、定期的に広く
　開けるなどの対策を行いましょう。
5.毎日の検温　毎日体温を測定しましょう。発熱や風邪の症状があるときは、外出を避けて
　自宅で療養してください。発熱が続いたら（基礎疾患のある方は2日程度、基礎疾患の

　ない方は4日以上）、医療機関を受診する前に、近くの
　「新型コロナ受診相談センター（帰国者・接触者相談セン
　ター）」に電話で相談してください。
6.適度な運動を心がける　外出自粛とはいえ、ずっと家に
　閉じこもっていると体力や免疫力が落ちてしまいます。
　家の周りを散歩するなど、適度な運動を心がけましょう。

感染を予防する方法は？
●感染者と同居あるいは長時間の接触があっ
　た場合
●手が触れることのできる距離（約１ｍ）で、
　必要な感染予防策なしで、感染者と１５分
　以上接触があった場合

濃厚接触となるケース
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●職場・寄り合いなどの会合で
　■マスクをせず近距離で、かつ対面で打ち合わせをしている
　■体調不良だが出勤している
　■換気が十分でない　など

●会食・飲み会などで（特に３密の状態において）
　■大人数で会食などしている
　■ＢＯＸ席などで配席が近く、大声で話している
　　（距離が確保されていない）
　■カラオケで大声を出している
　■会話のときにマスクをしていない　など
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感
染
症
対
策
本
部
の
設
置

■ 

職
員
へ
の
情
報
共
有
や
指
導
を
目
的
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　 

専
用
サ
イ
ト
の
設
置

■ 

大
阪
府・大
阪
市
保
健
所
と
の
連
携
に
よ
る
適
正
な
診
療
お
よ
び
感
染
対
策
の
徹
底

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
検
査・診
断
等
の
マニュア
ル
の
策
定
お
よ
び

　 

院
内
周
知
の
徹
底

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
院
内
感
染
防
止
対
策
に
か
か
る
マニュア
ル
の
策
定

　 

お
よ
び
院
内
周
知
の
徹
底

■ 

症
状
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
早
期
診
断・適
正
診
療

■ 

適
正
な
検
査
体
制
の
整
備

■ 

院
内
に
お
け
る
発
熱
症
状
な
ど
の
患
者
さ
ん
の
ゾ
ー
ニン
グ
の
実
施

■ 

救
急
診
療
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施

■ 

院
内
診
療
エ
リ
ア
の
清
掃
お
よ
び
消
毒
の
徹
底

■ 

定
期
的
に
院
内
と
外
気
を
入
れ
換
え
る
換
気
シ
ス
テ
ム
を
導
入

■ 

来
院
前
に
必
ず
体
温
を
測
って
く
だ
さ
い
。（
患
者
さ
ん・付
添
い
の
方
も
）

■ 

必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
患
者
さ
ん・付
添
い
の
方
も
）

■ 

院
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、受
診
の
付
添
い
は
１
〜
２
名
で
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

当
院
入
館
時
に
は
、入
口
に
設
置
し
て
あ
る
消
毒
薬
に
て
手
指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 
患
者
さ
ん
の
状
況
に
よ
り
、通
常
診
察
と
は
別
の
エ
リ
ア
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く

　 
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
、ま
た
は
不
安
が
あ
る
方
は
、事
前
に

　 

「
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー（
帰
国
者・接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）」に
ご
相
談

　 

く
だ
さ
い
。

■ 

次
の
症
状
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、来
院
を
お
控
え
い
た
だ
き
、予
約
変
更・電
話

　 

再
診
に
よ
る
処
方
せ
ん
申
込
み
な
ど
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　 

　
❶
発
熱（
目
安
：
平
熱
よ
り
１
度
以
上
高
い
場
合
、ま
た
は
３７・５
度
以
上
）が

　
　
　  

認
め
ら
れ
る
場
合

　 

　
❷
風
邪
の
諸
症
状
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合

　 

　
❸
倦
怠
感
や
息
苦
し
さ
が
あ
る
場
合

　 

　
❹
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
併
せ
て
、味
覚・嗅
覚
に
異
常
の
あ
る
場
合

　 

　
❺
同
居
家
族・近
親
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合

■ 

当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
目
的
と
し
た
受
診
は

　 

お
断
り
し
て
い
ま
す
。

■ 

当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陰
性
証
明
書
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

1234567891234567891234567891234

●
面
会
者
は
１
名
、短
時
間（
５
分
程
度
）で
の
面
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
マ
ス
ク
の
着
用
ま
た
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、手
指
衛
生
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、面
会
を
許
可
さ
れ
た
場
合
で
も
、次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
37
度
以
上
の
発
熱
、風
邪
症
状
、

　
も
し
く
は
下
痢
、吐
き
気
な
ど
の
消
化
器
症
状
の
あ
る
方

★
15
歳
未
満
の
小
児
の
方
の
面
会
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新型コロナウイルスは、
体のどこから入って感染するの？
　新型コロナウイルスは、人の「目、鼻、口」の粘膜から侵入すること
で感染します。例えば、感染対策をまったくしていない場合、次のよう
な経路で感染することがあります。

●感染した人と約１ｍ以内の近距離で長時間（約15分間以上）会話
　をすることで、感染した人の吐息や咳のしぶきに含まれるウイルス
　が「目、鼻、口」から侵入することで感染します。数分以内の会話は
　低リスクで、感染した人の横をすれ違うだけでは感染しません。
●基本的に空気を介して感染することはないと考えられています。
　しかし、換気が悪く湿度の高い部屋では、感染者の吐息に含まれ
　るウイルスが部屋の中でしばらくの間漂い続け、それを吸い込む
　ことで感染する可能性があります。
●ウイルスは、金属やプラスチックの表面で最大３日間生存する
　可能性があります。ウイルスが付着したドアノブや手すりなどを
　手で触り、ウイルスが付いた手で無意
　識のうちに自分の「目、鼻、口」の粘膜に
　触れることで感染します。また、感染者
　の使ったタオル、食器などを共用する
　ことで感染する可能性もあります。

感染は、こんな場面で発生します
　「目、鼻、口」からウイルスの侵入を防ぐことが、感染の予防につながります。日々 の心がけ
で感染を予防していきましょう。これらの予防は、新型コロナウイルス感染症だけでなく、イン
フルエンザの感染予防にも効果的です。
1.「三密」を避ける　「密集」、「密閉」、「密接」の三つの「密」を避けて生活しましょう。
2.人混みに入るときは必ずマスクを着用　スーパーに買い物に行く、電車やバスに乗るなど、
　近距離に他の人がいたり人混みに入ったりするときは、必ずマスクを着用しましょう。マス
　クは鼻と顎をしっかりカバーするように着用します。近距離で会話をする場合は、お互いに
　マスクを着用していれば感染が予防できます。
3.「目、鼻、口」を不用意に触らない　「目、鼻、口」を不用意に触らないようにしましょう。
　「目、鼻、口」を触るときは、必ず事前に手を洗いましょう。
4.部屋の換気　部屋の換気を心がけましょう。窓や扉を継続して開けたり、定期的に広く
　開けるなどの対策を行いましょう。
5.毎日の検温　毎日体温を測定しましょう。発熱や風邪の症状があるときは、外出を避けて
　自宅で療養してください。発熱が続いたら（基礎疾患のある方は2日程度、基礎疾患の

　ない方は4日以上）、医療機関を受診する前に、近くの
　「新型コロナ受診相談センター（帰国者・接触者相談セン
　ター）」に電話で相談してください。
6.適度な運動を心がける　外出自粛とはいえ、ずっと家に
　閉じこもっていると体力や免疫力が落ちてしまいます。
　家の周りを散歩するなど、適度な運動を心がけましょう。

感染を予防する方法は？
●感染者と同居あるいは長時間の接触があっ
　た場合
●手が触れることのできる距離（約１ｍ）で、
　必要な感染予防策なしで、感染者と１５分
　以上接触があった場合

濃厚接触となるケース

当
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

取
り
組
み
お
よ
び
患
者
さ
ん
へ
の
お
願
い

職
員
　に
対
す
る
取
り
組
み

病
院
の
診
療
　へ
の
取
り
組
み

外
来
患
者
さ
ん
　へ
の
お
願
い

入
院
患
者
さ
ん
　へ
の
お
願
い

■ 

面
会
禁
止

　
入
院
患
者
さ
ん
の
生
活
サ
ポ
ー
ト（
衣
類
の
持
ち
込
み
な
ど
）、当
院
か
ら
の

要
請
以
外
の
面
会
を
禁
止
い
た
し
ま
す
。な
お
、次
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方
の

面
会
は
禁
止
い
た
し
ま
す
。

■ 

入
館
許
可
証
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
面
会
を
許
可
さ
れ
た
場
合
は
、開
庁
時
は
各
病
棟
カ
ウ
ン
タ
ー
、閉
庁
時
は
北
玄

関
の
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、体
温
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、入
館
手
続
き
を

行
っ
た
上
、「
入
館
許
可
証
」を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。病
棟
へ
は「
入
館
許
可
証
」

を
ご
着
用
し
て
い
た
だ
い
て
の
立
ち
入
り
と
な
り
ま
す
。な
お
、面
会
終
了
後
は

「
入
館
許
可
証
」を
ご
返
却
い
た
だ
き
、速
や
か
に
ご
帰
宅
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

デ
イ
ル
ー
ム
の
利
用
禁
止

　
自
動
販
売
機・給
水
機
の
利
用
、テ
レ
ビ
カ
ー
ド
の
購
入
を
除
き
、デ
イ
ル
ー
ム
の

利
用
を
禁
止
い
た
し
ま
す
。

■ 
配
茶
サ
ー
ビ
ス
の
中
止

　
入
院
患
者
さ
ん
へ
食
前
に
お
茶
を
お
配
り
し
て
い
ま
し
た
が
、安
全
面・衛
生
面

を
検
討
し
た
結
果
、令
和
２
年
７
月
29
日
よ
り
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。院
内
売
店
、

病
棟
デ
イ
ル
ー
ム
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
自
動
販
売
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●職場・寄り合いなどの会合で
　■マスクをせず近距離で、かつ対面で打ち合わせをしている
　■体調不良だが出勤している
　■換気が十分でない　など

●会食・飲み会などで（特に３密の状態において）
　■大人数で会食などしている
　■ＢＯＸ席などで配席が近く、大声で話している
　　（距離が確保されていない）
　■カラオケで大声を出している
　■会話のときにマスクをしていない　など

距離1m以内

15分以上 マスクなし

01m

■ 

手
指
衛
生
、個
人
防
護
具
の
適
切
な
使
用

■ 

通
勤
時
を
含
め
て
の
常
日
頃
の
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底

■ 

全
ス
タ
ッフ
に
対
し
健
康
管
理
表
に
よ
る
日
々
の
発
熱・体
調
チェッ
ク
を
実
施

■ 

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
イ
ベン
ト
お
よ
び
会
食
な
ど
への
参
加
自
粛

■ 

院
内
で
の
外
部
の
方
と
の
面
会
制
限

■ 

院
外
で
の
会
合
出
席
の
制
限

■ 

院
内
行
事
の
自
粛

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
設
置

■ 

職
員
へ
の
情
報
共
有
や
指
導
を
目
的
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　 

専
用
サ
イ
ト
の
設
置

■ 

大
阪
府・大
阪
市
保
健
所
と
の
連
携
に
よ
る
適
正
な
診
療
お
よ
び
感
染
対
策
の
徹
底

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
検
査・診
断
等
の
マニュア
ル
の
策
定
お
よ
び

　 

院
内
周
知
の
徹
底

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
院
内
感
染
防
止
対
策
に
か
か
る
マニュア
ル
の
策
定

　 

お
よ
び
院
内
周
知
の
徹
底

■ 

症
状
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
早
期
診
断・適
正
診
療

■ 

適
正
な
検
査
体
制
の
整
備

■ 

院
内
に
お
け
る
発
熱
症
状
な
ど
の
患
者
さ
ん
の
ゾ
ー
ニン
グ
の
実
施

■ 

救
急
診
療
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施

■ 

院
内
診
療
エ
リ
ア
の
清
掃
お
よ
び
消
毒
の
徹
底

■ 

定
期
的
に
院
内
と
外
気
を
入
れ
換
え
る
換
気
シ
ス
テ
ム
を
導
入

■ 

来
院
前
に
必
ず
体
温
を
測
って
く
だ
さ
い
。（
患
者
さ
ん・付
添
い
の
方
も
）

■ 

必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
患
者
さ
ん・付
添
い
の
方
も
）

■ 

院
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、受
診
の
付
添
い
は
１
〜
２
名
で
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

当
院
入
館
時
に
は
、入
口
に
設
置
し
て
あ
る
消
毒
薬
に
て
手
指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

患
者
さ
ん
の
状
況
に
よ
り
、通
常
診
察
と
は
別
の
エ
リ
ア
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く

　 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
、ま
た
は
不
安
が
あ
る
方
は
、事
前
に

　 

「
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー（
帰
国
者・接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）」に
ご
相
談

　 

く
だ
さ
い
。

■ 

次
の
症
状
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、来
院
を
お
控
え
い
た
だ
き
、予
約
変
更・電
話

　 

再
診
に
よ
る
処
方
せ
ん
申
込
み
な
ど
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　 

　
❶
発
熱（
目
安
：
平
熱
よ
り
１
度
以
上
高
い
場
合
、ま
た
は
３７・５
度
以
上
）が

　
　
　  

認
め
ら
れ
る
場
合

　 

　
❷
風
邪
の
諸
症
状
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合

　 

　
❸
倦
怠
感
や
息
苦
し
さ
が
あ
る
場
合

　 

　
❹
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
併
せ
て
、味
覚・嗅
覚
に
異
常
の
あ
る
場
合

　 

　
❺
同
居
家
族・近
親
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合

■ 

当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
目
的
と
し
た
受
診
は

　 

お
断
り
し
て
い
ま
す
。

■ 

当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陰
性
証
明
書
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

1234567891234567891234567891234

●
面
会
者
は
１
名
、短
時
間（
５
分
程
度
）で
の
面
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
マ
ス
ク
の
着
用
ま
た
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、手
指
衛
生
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、面
会
を
許
可
さ
れ
た
場
合
で
も
、次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
37
度
以
上
の
発
熱
、風
邪
症
状
、

　
も
し
く
は
下
痢
、吐
き
気
な
ど
の
消
化
器
症
状
の
あ
る
方

★
15
歳
未
満
の
小
児
の
方
の
面
会
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か
ぼ
ち
ゃ
と
い
え
ば
ハロ
ウ
ィ
ン
や
冬
至
な
ど
、秋
冬
に
食
べ
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
食
材
で
す
ね
。一般
的
な
か
ぼ
ち
ゃ
の
旬
は
、秋
か
ら
冬
に
か
け
て
10
〜

12
月
で
す
。か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
は
７
〜
９
月
に
行
わ
れ
ま
す
が
、２
〜
３
カ
月

寝
か
せ
る
と
甘
み
が
増
し
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。か
ぼ
ち
ゃ
は
、安
土
桃

山
時
代
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
到
来
し
た
こ
と
か
ら
、『
カ
ン
ボ
ジ
ア
』が
な
ま
っ

て『
か
ぼ
ち
ゃ
』と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　
か
ぼ
ち
ゃ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、血
行
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。血
行

不
良
は
冷
え
性
や
肩
こ
り
、頭
痛
の
ほ
か

に
も
肌
荒
れ
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
が
、ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は

身
体
の
末
梢
血
管
を
広
げ
る
こ
と
で
血
流
を
改
善
し
ま
す
。

　
ま
た
、血
圧
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
で
す
。

同
じ
ウ
リ
科
で
、き
ゅ
う
り
の
約
２
倍
以
上
、ス
イ
カ
の
３
倍
以
上
も

の
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。普
段
か
ら
高
血
圧
に
悩
ん
で

い
る
方
は
、か
ぼ
ち
ゃ
が
お
す
す
め
で
す
。

　
今
回
は
、か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
和
風
の
ス
イ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

お
薬
を
正
し
く
飲
め
て
い
ま
す
か
？

秋
の
旬
の
食
材〝
か
ぼ
ち
ゃ
〞

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

ミニ知識

　お
薬
は「
食
後
」に
飲
む
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。し
か
し
、お
薬
の
な
か
に
は「
食
後
」以
外
に
飲
ま

な
け
れ
ば
、期
待
す
る
効
果
が
得
ら
れ
な
い
も
の
や
副
作
用
が
出
や
す
く
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
飲
み
方
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　お
薬
は
決
め
ら
れ
た
用
法
ど
お
り
に
正
し
く
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。飲
み
方
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、自
分
で
判
断
せ
ず
気
軽
に
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薬剤部 薬物療法連携課  野村 加奈子

お
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て

お 薬

50g
75g
50ml
適量
適量
適量
適量

〈材料〉（2人分）
白玉粉
かぼちゃ
水
ゆであずき
ホイップクリーム
黒蜜
きな粉

作り方
❶かぼちゃは種とワタを取り、皮をむき、一口大に切る。
❷①を耐熱ボウルに入れてラップをかけ、600Wのレンジで
　6分加熱し、やわらかくなるまで加熱する。
❸②をペースト状になるまでつぶす。
❹ボウルに白玉粉、③を入れ、水を少しずつ加え
　ながら耳たぶくらいの固さになるまでこねる。
❺④を直径2cmの大きさに丸め、沸騰したたっぷ
　りのお湯に入れる。
❻白玉が浮いてきたら、さらに2～3分ゆで、氷水
　にとる。
❼水気を切り、お皿に盛り、ホイップクリーム、
　ゆであずきをのせ、仕上げにお好みで黒蜜、
　きな粉などをふりかけて完成です。

　
お
薬
の
入
っ
た
袋
に
は「
食
前
」「
食
後
」な
ど
、お
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

記
載
が
あ
り
ま
す
。お
薬
は〝
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
〞〝
ど
の
く
ら
い
の
量
〞を
飲
む
の
か
、と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
守
って
服
用
す
る
こ
と
で
、安
全
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
お
薬
の
飲
み
方
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

かぼちゃだんご

食
直
前
食
事
を
摂
る
す
ぐ
前
に
飲
む
こ
と

糖
尿
病
の
お
薬（
ボ
グ
リ
ボ
ー
ス
錠
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。お
薬
を
飲
ん
で
す
ぐ
食
事

を
摂
ら
な
い
と
、低
血
糖
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
　
前
食
事
の
約
30
分
前
に
飲
む
こ
と

吐
き
気
止
め（
メ
ト
ク
ロ
プ
ラ
ミ
ド
錠
な
ど
）や
漢
方
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。空
腹
時

に
出
る
胃
酸
に
よ
っ
て
お
薬
の
吸
収
を
良
く
し
た
り
、食
べ
物
が
胃
に
入
っ
て
き
た

と
き
に
効
果
を
発
揮
し
た
り
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
直
後
食
事
を
摂
っ
た
す
ぐ
後
に
飲
む
こ
と

血
液
中
の
リ
ン
と
い
う
物
質
を
低
下
さ
せ
る
お
薬（
リ
オ
ナ
錠
、ホ
ス
レ
ノ
ー
ル
錠

な
ど
）が
あ
り
ま
す
。食
べ
物
が
ま
だ
胃
の
中
に
あ
る
こ
と
で
、吸
収
が
良
く
な
っ
た
り

消
化
管
へ
の
刺
激
が
和
ら
い
だ
り
し
ま
す
。

食
　
後
食
事
を
摂
っ
て
か
ら
30
分
以
内
に
飲
む
こ
と

ほ
と
ん
ど
の
お
薬
は
こ
の
飲
み
方
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

食
　
間
食
事
と
食
事
の
間
の
空
腹
時
に
飲
む
こ
と（
食
後
２
時
間
後
が
目
安
で
す
）

漢
方
薬
な
ど
空
腹
の
状
態
で
飲
む
こ
と
で
吸
収
が
良
く
な
る
お
薬
や
、胃
の
粘
膜
を

保
護
す
る
お
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

起
床
時
朝
起
き
て
す
ぐ
飲
む
こ
と（
朝
食
ま
で
30
分
ほ
ど
あ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

骨
粗
し
ょ
う
症
の
お
薬（
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸
錠
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

就
寝
前
就
寝
前
30
分
以
内
に
飲
む
こ
と

寝
つ
き
を
良
く
す
る
お
薬
や
便
の
通
じ
を
良
く
す
る
お
薬
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
薬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　『
家
族
看
護
』。そ
れ
は
、私
が
看
護
師

に
な
っ
て
初
め
て
入
職
し
た
、当
院
の
脳

外
科
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。ご
家
族
が
献

身
的
に
患
者
さ
ん
の
看
護
を
さ
れ
る
姿

を
見
て
、「
私
も
こ
の
看
護
を
続
け
て
い
こ
う
」と

強
く
感
じ
ま
し
た
。私
の
看
護
は
、そ
こ
で
多
く
を

教
わ
っ
た
こ
と
に
対
す
る〝
恩
返
し
〞や〝
感
謝
〞の

思
い
が
詰
ま
って
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、大
阪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
専
任

教
師
、そ
し
て
再
び
病
棟
看
護
と
、何
度
か
異
動

を
経
験
し
ま
し
た
。現
場
の
状
況
が
分
か
り
、学
校

の
状
況
が
分
か
る
。学
生
に
も
、ど
ん
な
看
護
師
に

な
って
ほ
し
い
か
、現
場
の
思
い
を
持
って
指
導
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、良
い
経
験
で
し
た
ね
。

　
看
護
は
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
仕
事
で
す
。患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
際
、自
分
自
身
の
経
験
って
、と
て

も
大
き
い
と
思
う
ん
で
す
。そ
の
た
め
、ス
タ
ッ
フ
に
は
結
婚
や
子

育
て
、親
族
と
の
関
係
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
通
じ
て〝
人
と
し

て
の
厚
み
〞が
出
る
経
験
を
し
て

ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。一つ
ひ
と

つ
が
す
べ
て
経
験
。私
自
身
、失
敗

も
し
て
き
ま
し
た
が
、か
か
わ
っ
た

す
べ
て
の
方
々
か
ら
自
分
を
成
長

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
院
の
看
護
は『
人
道
博
愛
の
精
神
に
基
づ
き
』、〝
そ
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
い
ら
れ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。私
は
そ
れ

を〝
自
分
が
受
け
て
納
得
で
き
る
看
護
〞だ
と
考
え
て
い
ま
す
。決
し

て
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、例
え
ば
、入
院
中
の
家
族
の
見
舞

い
に
行
っ
た
と
し
て
、ベッ
ド
で
眠
る
そ
の
姿
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う

な
ら
良
い
ん
で
す
。き
ち
ん
と
お
布
団
を
か
ぶ
り
、き
れ
い
に
整
え

ら
れ
た
空
間
で
、健
や
か
な
表
情
を
し
て
い
た
ら…

、そ
れ
で
十
分
。

治
療
の
向
上
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、そ
う
で
な
い
部
分
、〝
人
と

し
て
の
有
り
様
〞も
す
べ
て
仕
事
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
いっ
た
も
の
も
大
切
に
し
な
が
ら
、「
自
分
が
こ
の
病
院
で

診
て
も
ら
い
た
い
」と
思
え
る
組
織
を
つ
く
って
い
き
た
い
で
す
ね
。

兵庫県生まれ。大阪赤十字看護専門学校を卒業後、当院の脳外科病棟へ入職。平成2年より大阪赤十字看護専門学校の専任教師として勤務後、平成5年より看護係長、
平成11年再び教務に就く。平成15年教務主任に就任。平成21年病棟へ異動の際、看護師長に。平成３０年より看護部長に就任。令和元年副学校長を兼務。

看護師レポート TAKAKO KUROOKA74

看護は“恩返し”。その人らしく
いられる看護を届けるために

身だしなみも含め、看護師は時
として自分を律することも大切。
山本周五郎の描く“武士道”は
気持ちを引き締めてくれます。

　「『
運
』と
い
う
も
の
は
、普
通
に
過
ご

し
て
い
て
は
決
し
て
見
え
な
い
。で
も
あ

る
と
き
、〝
風
船
〞に
つ
り
下
が
って
向
こ

う
か
ら
や
って
来
る
こ
と
が
あ
る
。そ
れ

を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、自
分
自
身
が

努
力
し
、足
場
を
高
く
積
み
上
げ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。」そ
う
話
す
の
は
、令

和
２
年
４
月
よ
り
当
院
へ
院
長
と
し
て

着
任
し
た
坂
井
医
師
だ
。さ
ら
に
坂
井

医
師
は
続
け
る
。「
高
々
と
上
が
る
運

を
掴
む
た
め
に
は
助
走
も
必
要
。だ
か

ら
、足
場
を
単
に
積
み
上
げ
る
だ
け
で

は
い
け
な
い
。高
く
、そ
し
て
広
く
積
み

上
げ
て
は
じ
め
て
、ジ
ャ
ン
プ
し
て
風
船

を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。」と
。

　
坂
井
医
師
は
消
化
器
外
科
医
と
し

て
医
者
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。そ

の
後
、呼
吸
器
外
科
、麻
酔
科
と
多
く

の
分
野
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。そ
ん
な
と

き
、日
本
で
移
植
が
始
ま
る
、と
い
う
話

が
耳
に
入
っ
た
と
い
う
。「
早
く
移
植
を

こ
の
目
で
見
て
み
た
い
。」そ
う
掻
き
立

て
ら
れ
た
坂
井
医
師
は
、偶
然
の
出
会

い
を
掴
み
、す
で
に
移
植
が
始
ま
っ
て
い

る
カ
ナ
ダ
へ
、留
学
の
道
を
切
り
開
い
た
。

〝
第一の
風
船
〞を
掴
ん
だ
瞬
間
だ
。

　
カ
ナ
ダ
へ
渡
っ
た
坂
井
医
師
は
、人
種

差
別
、語
学
、文
化…
と
、想
像
を
絶
す

る
洗
礼
を
受
け
な
が
ら
も
、条
件
で
あ
っ

た
カ
ナ
ダ
で
の
医
師
免
許
を
取
得
。移
植

手
術
の
現
場
へ
と
こ
ぎ
着
け
た
。し
か
し
、

そ
の
後
も
決
し
て
順
風
満
帆
と
は
い
え

な
か
っ
た
。「『
日
本
の
外
科
医
は
そ
の
程

度
か
』『
出
て
い
け
』な
ど
怒
鳴
ら
れ
る
こ

と
も
し
ょっ
ち
ゅ
う
。人
生
で
あ
ん
な
に

叱
責
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。」と
坂
井
医
師
。多
く
の
怒
号
に

耐
え
、外
科
医
と
し
て
の
基
盤
を

徹
底
的
に
叩
き
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

　
帰
国
後
も
坂
井
医
師
の
躍
進

は
止
ま
ら
な
い
。「
腹
腔
鏡
の
手

術
や
炎
症
性
腸
疾
患
な
ど
、多
く

の
先
生
に
師
事
し
ま
し
た
。」そ

う
し
て
ま
す
ま
す
技
術
を
研
ぎ

澄
ま
す
坂
井
医
師
の
目
の
前
に

突
然
、〝
第
二
の
風
船
〞が
現
れ
る
。

京
都
大
学
の
教
授
着
任
への
打
診

が
あ
っ
た
の

だ
。「
当
時

は
驚
き
ま

し
た
ね
。で

す
が
教
鞭

を
取
る
な

か
で
、次
世
代
か
ら
受
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
刺
激
、京
都
大
学
と
い
う
大
き
な
組

織
の
変
革
を
感
じ
、非
常
に
多
く
の
こ
と

を
得
ら
れ
ま
し
た
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
果
た
し
て
い
く
つ
目
の〝
風
船
〞と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
後
、坂
井
医
師

は
当
院
へ
院
長
と
し
て
着
任
に
至
っ
た
。

今
後
の
目
標
に
つい
て
尋
ね
る
と「
若
い

人
た
ち
に
は
よ
く
、〝
尖
っ
た
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

サ
ー
ジ
ャ
ン
〞に
な
り
な
さ
い
と
伝
え
ま

す
。専
門
性〝
尖
っ
た
部
分
〞を
持
ち
な

が
ら
も
、何
で
も
で
き
る
力
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
必
要
で
す
。私
も
10
月

よ
り
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。当

院
と
い
う
大
き
な
組
織
を
、現
場
か
ら

身
を
も
っ
て
把
握
し
、問
題
解
決
す
る

た
め
で
す
。」と
笑
顔
で
結
ん
だ
。

　
ま
さ
に〝
ブ
ラ
ッ
ク・ジ
ャッ
ク
〞の
ご
と

く
、数
多
の
分
野
に
精
通
し
た
坂
井
医

師
が
集
め
た〝
風
船
〞。そ
し
て
今
後
、

次
世
代
が
集
め
る
で
あ
ろ
う〝
風
船
〞―

。

そ
れ
ら
で
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
医
療
の

未
来
に
、期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

「
昨
日
よ
り
も
今
日
、今
日
よ
り
も
明
日
」

日
々
研
鑽
し
医
療
に
向
き
合
う
。す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に

大
阪
赤
十
字
病
院  

院
長  

坂
井 

義
治

何
で
も
で
き
る
外
科
医

〝
ブ
ラ
ッ
ク・ジ
ャッ
ク
〞に
抱
い
た
憧
れ
は

坂
井
医
師
を
海
の
向
こ
う
へ
誘
っ
た

Y
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R
U
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A
I

シ
リ
ー
ズ

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は

〝
お
寺
さ
ん
巡
り
〞

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●74

広島県生まれ。昭和56年京都大学医学部卒業後、同大学医学部附属病院にて研修。赤穂市民病院、兵庫県立尼崎病院（現兵庫県立尼崎総合医療センター）で外科医として勤務。昭和62年京都大学大学院医学研究科へ。
平成元年カナダ・ウェスタンオンタリオ大学へ留学、オンタリオ州医師免許取得。帰国後、社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院などで勤務。平成17年京都大学医学部消化管外科教授に着任。令和2年当院へ院長として着任した。

ひ
た
む
き
に
医
療
に
向
き
合
い
続
け
た

坂
井
医
師
の
今
後

「“美しい手術”とは無駄がない手
術」という坂井医師撮影の一枚。
被写体が一直線に並ぶ“美しい”
構図にお気づきいただけるだろうか。

清水寺

看
護
部
長  

黒
岡 

多
佳
子
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か
ぼ
ち
ゃ
と
い
え
ば
ハロ
ウ
ィ
ン
や
冬
至
な
ど
、秋
冬
に
食
べ
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
食
材
で
す
ね
。一般
的
な
か
ぼ
ち
ゃ
の
旬
は
、秋
か
ら
冬
に
か
け
て
10
〜

12
月
で
す
。か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
は
７
〜
９
月
に
行
わ
れ
ま
す
が
、２
〜
３
カ
月

寝
か
せ
る
と
甘
み
が
増
し
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。か
ぼ
ち
ゃ
は
、安
土
桃

山
時
代
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
到
来
し
た
こ
と
か
ら
、『
カ
ン
ボ
ジ
ア
』が
な
ま
っ

て『
か
ぼ
ち
ゃ
』と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　
か
ぼ
ち
ゃ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、血
行
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。血
行

不
良
は
冷
え
性
や
肩
こ
り
、頭
痛
の
ほ
か

に
も
肌
荒
れ
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
が
、ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は

身
体
の
末
梢
血
管
を
広
げ
る
こ
と
で
血
流
を
改
善
し
ま
す
。

　
ま
た
、血
圧
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
で
す
。

同
じ
ウ
リ
科
で
、き
ゅ
う
り
の
約
２
倍
以
上
、ス
イ
カ
の
３
倍
以
上
も

の
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。普
段
か
ら
高
血
圧
に
悩
ん
で

い
る
方
は
、か
ぼ
ち
ゃ
が
お
す
す
め
で
す
。

　
今
回
は
、か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
和
風
の
ス
イ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

お
薬
を
正
し
く
飲
め
て
い
ま
す
か
？

秋
の
旬
の
食
材〝
か
ぼ
ち
ゃ
〞

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

ミニ知識

　お
薬
は「
食
後
」に
飲
む
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。し
か
し
、お
薬
の
な
か
に
は「
食
後
」以
外
に
飲
ま

な
け
れ
ば
、期
待
す
る
効
果
が
得
ら
れ
な
い
も
の
や
副
作
用
が
出
や
す
く
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
飲
み
方
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　お
薬
は
決
め
ら
れ
た
用
法
ど
お
り
に
正
し
く
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。飲
み
方
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、自
分
で
判
断
せ
ず
気
軽
に
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薬剤部 薬物療法連携課  野村 加奈子

お
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て

お 薬

50g
75g
50ml
適量
適量
適量
適量

〈材料〉（2人分）
白玉粉
かぼちゃ
水
ゆであずき
ホイップクリーム
黒蜜
きな粉

作り方
❶かぼちゃは種とワタを取り、皮をむき、一口大に切る。
❷①を耐熱ボウルに入れてラップをかけ、600Wのレンジで
　6分加熱し、やわらかくなるまで加熱する。
❸②をペースト状になるまでつぶす。
❹ボウルに白玉粉、③を入れ、水を少しずつ加え
　ながら耳たぶくらいの固さになるまでこねる。
❺④を直径2cmの大きさに丸め、沸騰したたっぷ
　りのお湯に入れる。
❻白玉が浮いてきたら、さらに2～3分ゆで、氷水
　にとる。
❼水気を切り、お皿に盛り、ホイップクリーム、
　ゆであずきをのせ、仕上げにお好みで黒蜜、
　きな粉などをふりかけて完成です。

　
お
薬
の
入
っ
た
袋
に
は「
食
前
」「
食
後
」な
ど
、お
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

記
載
が
あ
り
ま
す
。お
薬
は〝
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
〞〝
ど
の
く
ら
い
の
量
〞を
飲
む
の
か
、と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
守
って
服
用
す
る
こ
と
で
、安
全
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
お
薬
の
飲
み
方
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

かぼちゃだんご

食
直
前
食
事
を
摂
る
す
ぐ
前
に
飲
む
こ
と

糖
尿
病
の
お
薬（
ボ
グ
リ
ボ
ー
ス
錠
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。お
薬
を
飲
ん
で
す
ぐ
食
事

を
摂
ら
な
い
と
、低
血
糖
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
　
前
食
事
の
約
30
分
前
に
飲
む
こ
と

吐
き
気
止
め（
メ
ト
ク
ロ
プ
ラ
ミ
ド
錠
な
ど
）や
漢
方
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。空
腹
時

に
出
る
胃
酸
に
よ
っ
て
お
薬
の
吸
収
を
良
く
し
た
り
、食
べ
物
が
胃
に
入
っ
て
き
た

と
き
に
効
果
を
発
揮
し
た
り
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
直
後
食
事
を
摂
っ
た
す
ぐ
後
に
飲
む
こ
と

血
液
中
の
リ
ン
と
い
う
物
質
を
低
下
さ
せ
る
お
薬（
リ
オ
ナ
錠
、ホ
ス
レ
ノ
ー
ル
錠

な
ど
）が
あ
り
ま
す
。食
べ
物
が
ま
だ
胃
の
中
に
あ
る
こ
と
で
、吸
収
が
良
く
な
っ
た
り

消
化
管
へ
の
刺
激
が
和
ら
い
だ
り
し
ま
す
。

食
　
後
食
事
を
摂
っ
て
か
ら
30
分
以
内
に
飲
む
こ
と

ほ
と
ん
ど
の
お
薬
は
こ
の
飲
み
方
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

食
　
間
食
事
と
食
事
の
間
の
空
腹
時
に
飲
む
こ
と（
食
後
２
時
間
後
が
目
安
で
す
）

漢
方
薬
な
ど
空
腹
の
状
態
で
飲
む
こ
と
で
吸
収
が
良
く
な
る
お
薬
や
、胃
の
粘
膜
を

保
護
す
る
お
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

起
床
時
朝
起
き
て
す
ぐ
飲
む
こ
と（
朝
食
ま
で
30
分
ほ
ど
あ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

骨
粗
し
ょ
う
症
の
お
薬（
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸
錠
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

就
寝
前
就
寝
前
30
分
以
内
に
飲
む
こ
と

寝
つ
き
を
良
く
す
る
お
薬
や
便
の
通
じ
を
良
く
す
る
お
薬
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
薬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　『
家
族
看
護
』。そ
れ
は
、私
が
看
護
師

に
な
っ
て
初
め
て
入
職
し
た
、当
院
の
脳

外
科
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。ご
家
族
が
献

身
的
に
患
者
さ
ん
の
看
護
を
さ
れ
る
姿

を
見
て
、「
私
も
こ
の
看
護
を
続
け
て
い
こ
う
」と

強
く
感
じ
ま
し
た
。私
の
看
護
は
、そ
こ
で
多
く
を

教
わ
っ
た
こ
と
に
対
す
る〝
恩
返
し
〞や〝
感
謝
〞の

思
い
が
詰
ま
って
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、大
阪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
専
任

教
師
、そ
し
て
再
び
病
棟
看
護
と
、何
度
か
異
動

を
経
験
し
ま
し
た
。現
場
の
状
況
が
分
か
り
、学
校

の
状
況
が
分
か
る
。学
生
に
も
、ど
ん
な
看
護
師
に

な
って
ほ
し
い
か
、現
場
の
思
い
を
持
って
指
導
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、良
い
経
験
で
し
た
ね
。

　
看
護
は
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
仕
事
で
す
。患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
際
、自
分
自
身
の
経
験
って
、と
て

も
大
き
い
と
思
う
ん
で
す
。そ
の
た
め
、ス
タ
ッ
フ
に
は
結
婚
や
子

育
て
、親
族
と
の
関
係
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
通
じ
て〝
人
と
し

て
の
厚
み
〞が
出
る
経
験
を
し
て

ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。一つ
ひ
と

つ
が
す
べ
て
経
験
。私
自
身
、失
敗

も
し
て
き
ま
し
た
が
、か
か
わ
っ
た

す
べ
て
の
方
々
か
ら
自
分
を
成
長

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
院
の
看
護
は『
人
道
博
愛
の
精
神
に
基
づ
き
』、〝
そ
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
い
ら
れ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。私
は
そ
れ

を〝
自
分
が
受
け
て
納
得
で
き
る
看
護
〞だ
と
考
え
て
い
ま
す
。決
し

て
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、例
え
ば
、入
院
中
の
家
族
の
見
舞

い
に
行
っ
た
と
し
て
、ベッ
ド
で
眠
る
そ
の
姿
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う

な
ら
良
い
ん
で
す
。き
ち
ん
と
お
布
団
を
か
ぶ
り
、き
れ
い
に
整
え

ら
れ
た
空
間
で
、健
や
か
な
表
情
を
し
て
い
た
ら…

、そ
れ
で
十
分
。

治
療
の
向
上
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、そ
う
で
な
い
部
分
、〝
人
と

し
て
の
有
り
様
〞も
す
べ
て
仕
事
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
いっ
た
も
の
も
大
切
に
し
な
が
ら
、「
自
分
が
こ
の
病
院
で

診
て
も
ら
い
た
い
」と
思
え
る
組
織
を
つ
く
って
い
き
た
い
で
す
ね
。

兵庫県生まれ。大阪赤十字看護専門学校を卒業後、当院の脳外科病棟へ入職。平成2年より大阪赤十字看護専門学校の専任教師として勤務後、平成5年より看護係長、
平成11年再び教務に就く。平成15年教務主任に就任。平成21年病棟へ異動の際、看護師長に。平成３０年より看護部長に就任。令和元年副学校長を兼務。

看護師レポート TAKAKO KUROOKA74

看護は“恩返し”。その人らしく
いられる看護を届けるために

身だしなみも含め、看護師は時
として自分を律することも大切。
山本周五郎の描く“武士道”は
気持ちを引き締めてくれます。

　「『
運
』と
い
う
も
の
は
、普
通
に
過
ご

し
て
い
て
は
決
し
て
見
え
な
い
。で
も
あ

る
と
き
、〝
風
船
〞に
つ
り
下
が
って
向
こ

う
か
ら
や
って
来
る
こ
と
が
あ
る
。そ
れ

を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、自
分
自
身
が

努
力
し
、足
場
を
高
く
積
み
上
げ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。」そ
う
話
す
の
は
、令

和
２
年
４
月
よ
り
当
院
へ
院
長
と
し
て

着
任
し
た
坂
井
医
師
だ
。さ
ら
に
坂
井

医
師
は
続
け
る
。「
高
々
と
上
が
る
運

を
掴
む
た
め
に
は
助
走
も
必
要
。だ
か

ら
、足
場
を
単
に
積
み
上
げ
る
だ
け
で

は
い
け
な
い
。高
く
、そ
し
て
広
く
積
み

上
げ
て
は
じ
め
て
、ジ
ャ
ン
プ
し
て
風
船

を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。」と
。

　
坂
井
医
師
は
消
化
器
外
科
医
と
し

て
医
者
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。そ

の
後
、呼
吸
器
外
科
、麻
酔
科
と
多
く

の
分
野
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。そ
ん
な
と

き
、日
本
で
移
植
が
始
ま
る
、と
い
う
話

が
耳
に
入
っ
た
と
い
う
。「
早
く
移
植
を

こ
の
目
で
見
て
み
た
い
。」そ
う
掻
き
立

て
ら
れ
た
坂
井
医
師
は
、偶
然
の
出
会

い
を
掴
み
、す
で
に
移
植
が
始
ま
っ
て
い

る
カ
ナ
ダ
へ
、留
学
の
道
を
切
り
開
い
た
。

〝
第一の
風
船
〞を
掴
ん
だ
瞬
間
だ
。

　
カ
ナ
ダ
へ
渡
っ
た
坂
井
医
師
は
、人
種

差
別
、語
学
、文
化…

と
、想
像
を
絶
す

る
洗
礼
を
受
け
な
が
ら
も
、条
件
で
あ
っ

た
カ
ナ
ダ
で
の
医
師
免
許
を
取
得
。移
植

手
術
の
現
場
へ
と
こ
ぎ
着
け
た
。し
か
し
、

そ
の
後
も
決
し
て
順
風
満
帆
と
は
い
え

な
か
っ
た
。「『
日
本
の
外
科
医
は
そ
の
程

度
か
』『
出
て
い
け
』な
ど
怒
鳴
ら
れ
る
こ

と
も
し
ょっ
ち
ゅ
う
。人
生
で
あ
ん
な
に

叱
責
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。」と
坂
井
医
師
。多
く
の
怒
号
に

耐
え
、外
科
医
と
し
て
の
基
盤
を

徹
底
的
に
叩
き
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

　
帰
国
後
も
坂
井
医
師
の
躍
進

は
止
ま
ら
な
い
。「
腹
腔
鏡
の
手

術
や
炎
症
性
腸
疾
患
な
ど
、多
く

の
先
生
に
師
事
し
ま
し
た
。」そ

う
し
て
ま
す
ま
す
技
術
を
研
ぎ

澄
ま
す
坂
井
医
師
の
目
の
前
に

突
然
、〝
第
二
の
風
船
〞が
現
れ
る
。

京
都
大
学
の
教
授
着
任
への
打
診

が
あ
っ
た
の

だ
。「
当
時

は
驚
き
ま

し
た
ね
。で

す
が
教
鞭

を
取
る
な

か
で
、次
世
代
か
ら
受
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
刺
激
、京
都
大
学
と
い
う
大
き
な
組

織
の
変
革
を
感
じ
、非
常
に
多
く
の
こ
と

を
得
ら
れ
ま
し
た
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
果
た
し
て
い
く
つ
目
の〝
風
船
〞と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
後
、坂
井
医
師

は
当
院
へ
院
長
と
し
て
着
任
に
至
っ
た
。

今
後
の
目
標
に
つい
て
尋
ね
る
と「
若
い

人
た
ち
に
は
よ
く
、〝
尖
っ
た
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

サ
ー
ジ
ャ
ン
〞に
な
り
な
さ
い
と
伝
え
ま

す
。専
門
性〝
尖
っ
た
部
分
〞を
持
ち
な

が
ら
も
、何
で
も
で
き
る
力
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
必
要
で
す
。私
も
10
月

よ
り
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。当

院
と
い
う
大
き
な
組
織
を
、現
場
か
ら

身
を
も
っ
て
把
握
し
、問
題
解
決
す
る

た
め
で
す
。」と
笑
顔
で
結
ん
だ
。

　
ま
さ
に〝
ブ
ラ
ッ
ク・ジ
ャッ
ク
〞の
ご
と

く
、数
多
の
分
野
に
精
通
し
た
坂
井
医

師
が
集
め
た〝
風
船
〞。そ
し
て
今
後
、

次
世
代
が
集
め
る
で
あ
ろ
う〝
風
船
〞―

。

そ
れ
ら
で
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
医
療
の

未
来
に
、期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

「
昨
日
よ
り
も
今
日
、今
日
よ
り
も
明
日
」

日
々
研
鑽
し
医
療
に
向
き
合
う
。す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に

大
阪
赤
十
字
病
院  

院
長  

坂
井 

義
治

何
で
も
で
き
る
外
科
医

〝
ブ
ラ
ッ
ク・ジ
ャッ
ク
〞に
抱
い
た
憧
れ
は

坂
井
医
師
を
海
の
向
こ
う
へ
誘
っ
た
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U
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A
I

シ
リ
ー
ズ

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は

〝
お
寺
さ
ん
巡
り
〞

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●74

広島県生まれ。昭和56年京都大学医学部卒業後、同大学医学部附属病院にて研修。赤穂市民病院、兵庫県立尼崎病院（現兵庫県立尼崎総合医療センター）で外科医として勤務。昭和62年京都大学大学院医学研究科へ。
平成元年カナダ・ウェスタンオンタリオ大学へ留学、オンタリオ州医師免許取得。帰国後、社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院などで勤務。平成17年京都大学医学部消化管外科教授に着任。令和2年当院へ院長として着任した。

ひ
た
む
き
に
医
療
に
向
き
合
い
続
け
た

坂
井
医
師
の
今
後

「“美しい手術”とは無駄がない手
術」という坂井医師撮影の一枚。
被写体が一直線に並ぶ“美しい”
構図にお気づきいただけるだろうか。

清水寺

看
護
部
長  

黒
岡 

多
佳
子

5 4
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紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

たに内科クリニック
◆ 院　長／谷  和宏　
◆ 診療科／内科・消化器科・胃腸科・アレルギー科
◆ 住　所／東大阪市高井田本通１－５－３１
◆ 電　話／０６－６６１８－５０５０
◆ 往　診／有
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

平成18年開院以来、小さな悩みから大きな悩みまで、何でも相談できるクリ
ニックとして診療を行っています。最新の機器を使いながら、生活習慣病（高血圧、
糖尿病、高脂血症）やアレルギーなどの治療はもちろんのこと、消化器の専門医と
してより専門性を活かした医療を提供することを心がけています。女性医師もいます
ので、女性の方も安心してご来院ください。

特長

ない　  か い    りょう  ほう    じん いし　 だ     がん    か      い     いん

医療法人 石田眼科医院
◆ 院　長／石田 幹二
◆ 診療科／眼科
◆ 住　所／東大阪市菱屋西１－２０－１４
◆ 電　話／０６－６７２１－１２４４
◆ 往　診／有
◆ 診療時間

平成12年7月、父より当医院を継承しました。継承時より、平日は毎日
午前と午後、土曜日は午前のみ診療を行い、アクセスしやすい環境にしていま
す。3歳半健診後の精査やコンタクトレンズのトラブル、眼鏡処方時など、必要
であれば負荷後屈折検査も積極的に行っています。現在の病状や治療計画、生活
上の注意点など分かりやすく説明できるよう心がけています。

皆さまが気軽に質問できるよう環境を整え、現在も患者さま
からよく質問をいただきます。今後はコロナ感染予防に配慮し、より安全で丁寧
な診療をめざし、スタッフ一丸となって努力していきます。
より高度な診断治療が必要な場合は、大阪赤十字病院など高度医療に対応でき
る病院へ詳細な診療情報を迅速に提供いたします。大阪赤十字病院とはさらに
連携を強化し、患者さまには高度で安全な医療を提供してまいります。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

身近なかかりつけ医として、地域に根ざし「よりよく生きる」「その人
らしく生きる」をサポートしながら、お一人おひとりの健康のパートナーとして、皆さま
とともに歩み続けたいと思っています。
上部・下部内視鏡検査は、女医が担当していますので、女性の方も安心して内視鏡
検査を受けていただけます。スタッフ一同ご来院をお待ちしています。

地域の皆さまへ

vol.45『がんサポートチーム』からのお知らせ vol.45『がんサポートチーム』からのお知らせ

　
正
常
な
細
胞
は
、核
の
中

に
体
の
設
計
図
で
あ
る
ゲ
ノ

ム
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い

ま
す
。こ
の
ゲ
ノ
ム
の
な
か
で
、

特
に
タ
ン
パ
ク
質
に
関
係
し

た
部
分
が
遺
伝
子
で
す
。

遺
伝
子
に
は
２
万
あ
ま
り

の
種
類
が
あ
る
こ
と
が
分

か
って
い
ま
す
。

　
が
ん
は
加
齢
や
生
活
習

慣
、環
境
な
ど
が
原
因
で

こ
の
遺
伝
子
が
傷
つ
く（
変

異
す
る
）こ
と
で
発
生
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
変
異

は
そ
れ
ぞ
れ
患
者
さ
ん
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。が
ん
の
発
症

に
関
連
し
た
数
百
種
類
の

遺
伝
子
を
網
羅
的
に
調
べ
、

患
者
さ
ん
の
治
療
や
診
断
に
役
立
て
る

医
療
を『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
』と
い
い
、

そ
の
検
査
を『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル

検
査
』と
呼
び
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
令
和
元
年
６
月
よ

り
、２
種
類
の『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』が
保
険

適
応
と
な
り
ま
し
た
。当
院
も『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

連
携
病
院
』の
認
定
を
受
け
、令
和
元
年
12
月
に

『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
外
来
』を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』は
ど
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
が
対
象
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　適
応
と

な
る
条
件
は
、固
形
が
ん（
血
液
の
が
ん
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
）で
あ
る
こ
と
、３
年
以
内
に
手
術
や
検
査
な
ど

で
採
取
し
た
が
ん
の
組
織
が
あ
る
こ
と
、そ
し
て

患
者
さ
ん
自
身
の
体
の
状
態
や
そ
れ
ま
で
の
治
療

経
過（
標
準
治
療
が
終
了
、も
し
く
は

終
了
見
込
み
）な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　「
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」を
受
け
、

治
療
に
つ
な
が
る
遺
伝
子
変
異
が
見
つ
か

る
可
能
性
は
十
数
％
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。十
数
％
と
聞
く
と〝
そ
れ
だ
け
？
〞と

思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
標
準

治
療
が
終
了
、も
し
く
は
終
了
見
込
み
と

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、可
能
性

が
０
％
で
は
な
い
な
ら
と
希
望
さ
れ
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

　
見
つ
か
っ
た
場
合
の
治
療
は
臨
床
試
験
、

も
し
く
は
自
費
診
療
の
薬
剤
と
な
り
ま
す
。

自
費
診
療
の
薬
剤
で
あ
れ
ば
医
療
費
が

高
額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、遺
伝
子
変
異
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
が
ん
に
な
り
や
す
い

体
質（
遺
伝
性
腫
瘍
）で
あ
る
か
が
分
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

も『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』は
、よ
り

個
別
性
に
合
わ
せ
た
治
療
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
限
界
も
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
』に
つい
て
、詳
し
く

知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」を
検
索
、

も
し
く
は
当
院
の『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー（
本
館
２
階・総
合
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー・が
ん
相
談
窓
口
）』に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
外
来
」の

受
診
は
、主
治
医
か
ら
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。ご
希
望
の
際
は
、体
の
状
態

な
ど
を
含
め
た
上
で
適
応
と
な
る
か
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石田院長月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：00）

外　来

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～13：00）
午後（17：30～19：30）

外　来

※休診日／木曜午前、土曜午後、日曜、祝日

※休診日／土曜午後、日曜、祝日

看護部  がん看護専門看護師　谷口 香織

「がんゲノム医療」って何だろう？
がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

出典：厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/syoudoku_00001.html
　　　　　　　　　　　　　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000645359.pdf （2020/10/13閲覧）

●『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』

　に
つ
い
て ●『

ゲ
ノ
ム
』っ
て
何
？

　
手
や
指
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
は
、〝
洗
い

流
す
こ
と
〞が
最
も
重
要
で
す
。で
す
が『
手
洗
い

だ
け
で
は
な
ん
と
な
く
不
安
』と
い
う
理
由
で
、さ
ら

に
消
毒
を
重
ね
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、き
ち

ん
と
手
洗
い
を
し
て
い
れ
ば
、そ
の
後
消
毒
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。消
毒
が
有
効
な
の
は
、手
洗
い

が
す
ぐ
に
で
き
な
い
場
面
で
す
。そ
の
よ
う
な
と
き
は

ア
ル
コ
ー
ル（
濃
度
70
％
以
上
95
％
以
下※

の
エ
タ
ノ

ー
ル
）を
手
に
よ
く
擦
り
こ
み
、消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

　『
消
毒
』と
は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
無
毒
化
す
る
こ
と

で
す
。こ
れ
に
対
し『
除
菌
』は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
数
を

減
ら
す
こ
と
を
指
し
ま
す
。消
毒
剤
は「
医
薬
品
」

「
医
薬
部
外
品
」、除
菌
剤
は
そ
れ
以
外
の
製
品
に

記
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
で
す
。ま
た
、「
消
毒
」

と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、実
際
に
は
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
無
毒
化
で
き
る
製
品
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、手
指
消
毒
な
ど
に
使
用
す
る
場
合
は
、人
体

へ
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た「
医
薬
品
」「
医
薬
部
外

品
」を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
予
防
の
ヒ
ン
ト

正
し
く
理
解
し
、適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
た
め
に

　
注
意
が
必
要
な
の
は
、「
医
薬
品
」「
医
薬
部
外

品
」と
記
さ
れ
て
い
る
消
毒
剤
で
あ
って
も
、す
べ
て
の

菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。手
指
の
消
毒
に
は
先
述
の
ア
ル
コ
ー
ル
が

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
す
り
や
ド
ア
ノ
ブ
、テ
ー
ブ
ルへ
の
消
毒
は
ア
ル
コ

ー
ル
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
が
、市
販
の
塩
素
系
漂

白
剤
の
主
成
分
で
あ
る『
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
』

が
よ
り
有
効
で
す
。市
販
の
家
庭
用
漂
白
剤
を
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
０・０
５
％
に

な
る
よ
う
に
薄
め
て
拭
き
、そ
の
後
、水
拭
き
し
ま
す
。

必
ず
製
品
の
注
意
事
項
を
守
り
な
が
ら
、換
気
、家
事

用
手
袋
着
用
で
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。金
属
は
腐
食

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、名
前
が
似
て
い
る『
次
亜
塩
素
酸
水
』も

一
部
の
製
品
は
有
効
で
す
が
、異
な
る
物
質
と
い
う

こ
と
を
知
って
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
出
回
って
い
ま
す
。

目
的
に
あ
っ
た
製
品
を
正
し
く
選
び
、正
し
い
方
法
で

使
用
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。そ
の
上
で
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
の
後
、

　
消
毒
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●〝
手
で
触
れ
る
も
の
〞へ
の

　
感
染
症
対
策
は
？

●『
消
毒
』と『
除
菌
』の
違
い
と
は
？

　朝
晩
、ぐ
っ
と
気
温
が
下
が
る
日
が
増
え
ま
し
た
。寒
く
な
る
に
つ
れ
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け
で
な
く
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
、「
し
っ

か
り
と
感
染
症
対
策
を
し
た
い
」と
い
う
お
声
を
耳
に
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
に
備
え
て
、

適
切
な
感
染
症
対
策
を
今一度
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

60
％
台
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
よ
る
消
毒
で
も
一
定
の
有
効
性
が
あ
り
ま
す
。70
％
以
上
の

　
も
の
が
入
手
困
難
な
場
合
な
ど
、使
用
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

4 手の甲をもう片方の
手の平でもみ洗う（両手）。

5 指を組んで両手の
指の間をもみ洗う。

6 親指をもう片方の手で
包みもみ洗う（両手）。

7 指先をもう片方の
手の平でもみ洗う（両手）。

8 両手首まで
丁寧にもみ洗う。

9 流水でよくすすいだ後、
きれいなタオルで拭き、
しっかり乾燥させる。

1 手指を流水でぬらす。 2 石けん液を適量
手に取り出す。

3 手の平と手の平を
擦り合わせよく泡立てる。

1

POINT

ワイヤー（ノーズピース）部分に
折り目をつける。

2 ゴムひもを耳にかける。

1 表面に触れないように
ゴムひもを外す。

2 表面に触れないように
ゴムひもを持って捨てる。

3 ワイヤーを顔の形に合わせる。 4 プリーツをあごの下まで伸ばし、
鼻と口を覆う。

正しい手の洗い方正しいマスクの着け方・外し方
着け方

外し方

・マスクの上下、表裏を確認する。
・マスクは顔に合ったサイズを選ぶ。

POINT手洗いの前に ・爪は短く切っておく。
・時計や指輪は外しておく。

POINT・マスクの表面に触れないようにする。
・マスクを外した後、手洗いする。

使い捨てマスクの場合
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逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

たに内科クリニック
◆ 院　長／谷  和宏　
◆ 診療科／内科・消化器科・胃腸科・アレルギー科
◆ 住　所／東大阪市高井田本通１－５－３１
◆ 電　話／０６－６６１８－５０５０
◆ 往　診／有
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

平成18年開院以来、小さな悩みから大きな悩みまで、何でも相談できるクリ
ニックとして診療を行っています。最新の機器を使いながら、生活習慣病（高血圧、
糖尿病、高脂血症）やアレルギーなどの治療はもちろんのこと、消化器の専門医と
してより専門性を活かした医療を提供することを心がけています。女性医師もいます
ので、女性の方も安心してご来院ください。

特長

ない　  か い    りょう  ほう    じん いし　 だ     がん    か      い     いん

医療法人 石田眼科医院
◆ 院　長／石田 幹二
◆ 診療科／眼科
◆ 住　所／東大阪市菱屋西１－２０－１４
◆ 電　話／０６－６７２１－１２４４
◆ 往　診／有
◆ 診療時間

平成12年7月、父より当医院を継承しました。継承時より、平日は毎日
午前と午後、土曜日は午前のみ診療を行い、アクセスしやすい環境にしていま
す。3歳半健診後の精査やコンタクトレンズのトラブル、眼鏡処方時など、必要
であれば負荷後屈折検査も積極的に行っています。現在の病状や治療計画、生活
上の注意点など分かりやすく説明できるよう心がけています。

皆さまが気軽に質問できるよう環境を整え、現在も患者さま
からよく質問をいただきます。今後はコロナ感染予防に配慮し、より安全で丁寧
な診療をめざし、スタッフ一丸となって努力していきます。
より高度な診断治療が必要な場合は、大阪赤十字病院など高度医療に対応でき
る病院へ詳細な診療情報を迅速に提供いたします。大阪赤十字病院とはさらに
連携を強化し、患者さまには高度で安全な医療を提供してまいります。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

身近なかかりつけ医として、地域に根ざし「よりよく生きる」「その人
らしく生きる」をサポートしながら、お一人おひとりの健康のパートナーとして、皆さま
とともに歩み続けたいと思っています。
上部・下部内視鏡検査は、女医が担当していますので、女性の方も安心して内視鏡
検査を受けていただけます。スタッフ一同ご来院をお待ちしています。

地域の皆さまへ

vol.45『がんサポートチーム』からのお知らせ

　
正
常
な
細
胞
は
、核
の
中

に
体
の
設
計
図
で
あ
る
ゲ
ノ

ム
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い

ま
す
。こ
の
ゲ
ノ
ム
の
な
か
で
、

特
に
タ
ン
パ
ク
質
に
関
係
し

た
部
分
が
遺
伝
子
で
す
。

遺
伝
子
に
は
２
万
あ
ま
り

の
種
類
が
あ
る
こ
と
が
分

か
って
い
ま
す
。

　
が
ん
は
加
齢
や
生
活
習

慣
、環
境
な
ど
が
原
因
で

こ
の
遺
伝
子
が
傷
つ
く（
変

異
す
る
）こ
と
で
発
生
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
変
異

は
そ
れ
ぞ
れ
患
者
さ
ん
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。が
ん
の
発
症

に
関
連
し
た
数
百
種
類
の

遺
伝
子
を
網
羅
的
に
調
べ
、

患
者
さ
ん
の
治
療
や
診
断
に
役
立
て
る

医
療
を『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
』と
い
い
、

そ
の
検
査
を『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル

検
査
』と
呼
び
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
令
和
元
年
６
月
よ

り
、２
種
類
の『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』が
保
険

適
応
と
な
り
ま
し
た
。当
院
も『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

連
携
病
院
』の
認
定
を
受
け
、令
和
元
年
12
月
に

『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
外
来
』を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』は
ど
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
が
対
象
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　適
応
と

な
る
条
件
は
、固
形
が
ん（
血
液
の
が
ん
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
）で
あ
る
こ
と
、３
年
以
内
に
手
術
や
検
査
な
ど

で
採
取
し
た
が
ん
の
組
織
が
あ
る
こ
と
、そ
し
て

患
者
さ
ん
自
身
の
体
の
状
態
や
そ
れ
ま
で
の
治
療

経
過（
標
準
治
療
が
終
了
、も
し
く
は

終
了
見
込
み
）な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　「
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」を
受
け
、

治
療
に
つ
な
が
る
遺
伝
子
変
異
が
見
つ
か

る
可
能
性
は
十
数
％
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。十
数
％
と
聞
く
と〝
そ
れ
だ
け
？
〞と

思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
標
準

治
療
が
終
了
、も
し
く
は
終
了
見
込
み
と

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、可
能
性

が
０
％
で
は
な
い
な
ら
と
希
望
さ
れ
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

　
見
つ
か
っ
た
場
合
の
治
療
は
臨
床
試
験
、

も
し
く
は
自
費
診
療
の
薬
剤
と
な
り
ま
す
。

自
費
診
療
の
薬
剤
で
あ
れ
ば
医
療
費
が

高
額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、遺
伝
子
変
異
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
が
ん
に
な
り
や
す
い

体
質（
遺
伝
性
腫
瘍
）で
あ
る
か
が
分
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

も『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』は
、よ
り

個
別
性
に
合
わ
せ
た
治
療
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
限
界
も
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　『
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
』に
つい
て
、詳
し
く

知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」を
検
索
、

も
し
く
は
当
院
の『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー（
本
館
２
階・総
合
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー・が
ん
相
談
窓
口
）』に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
外
来
」の

受
診
は
、主
治
医
か
ら
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。ご
希
望
の
際
は
、体
の
状
態

な
ど
を
含
め
た
上
で
適
応
と
な
る
か
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石田院長月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：00）

外　来

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～13：00）
午後（17：30～19：30）

外　来

※休診日／木曜午前、土曜午後、日曜、祝日

※休診日／土曜午後、日曜、祝日

看護部  がん看護専門看護師　谷口 香織

「がんゲノム医療」って何だろう？
がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

出典：厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/syoudoku_00001.html
　　　　　　　　　　　　　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000645359.pdf （2020/10/13閲覧）

●『
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
』

　に
つ
い
て ●『

ゲ
ノ
ム
』っ
て
何
？

　
手
や
指
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
は
、〝
洗
い

流
す
こ
と
〞が
最
も
重
要
で
す
。で
す
が『
手
洗
い

だ
け
で
は
な
ん
と
な
く
不
安
』と
い
う
理
由
で
、さ
ら

に
消
毒
を
重
ね
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、き
ち

ん
と
手
洗
い
を
し
て
い
れ
ば
、そ
の
後
消
毒
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。消
毒
が
有
効
な
の
は
、手
洗
い

が
す
ぐ
に
で
き
な
い
場
面
で
す
。そ
の
よ
う
な
と
き
は

ア
ル
コ
ー
ル（
濃
度
70
％
以
上
95
％
以
下※

の
エ
タ
ノ

ー
ル
）を
手
に
よ
く
擦
り
こ
み
、消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

　『
消
毒
』と
は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
無
毒
化
す
る
こ
と

で
す
。こ
れ
に
対
し『
除
菌
』は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
数
を

減
ら
す
こ
と
を
指
し
ま
す
。消
毒
剤
は「
医
薬
品
」

「
医
薬
部
外
品
」、除
菌
剤
は
そ
れ
以
外
の
製
品
に

記
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
で
す
。ま
た
、「
消
毒
」

と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、実
際
に
は
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
無
毒
化
で
き
る
製
品
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、手
指
消
毒
な
ど
に
使
用
す
る
場
合
は
、人
体

へ
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た「
医
薬
品
」「
医
薬
部
外

品
」を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
予
防
の
ヒ
ン
ト

正
し
く
理
解
し
、適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
た
め
に

　
注
意
が
必
要
な
の
は
、「
医
薬
品
」「
医
薬
部
外

品
」と
記
さ
れ
て
い
る
消
毒
剤
で
あ
って
も
、す
べ
て
の

菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。手
指
の
消
毒
に
は
先
述
の
ア
ル
コ
ー
ル
が

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
す
り
や
ド
ア
ノ
ブ
、テ
ー
ブ
ルへ
の
消
毒
は
ア
ル
コ

ー
ル
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
が
、市
販
の
塩
素
系
漂

白
剤
の
主
成
分
で
あ
る『
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
』

が
よ
り
有
効
で
す
。市
販
の
家
庭
用
漂
白
剤
を
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
０・０
５
％
に

な
る
よ
う
に
薄
め
て
拭
き
、そ
の
後
、水
拭
き
し
ま
す
。

必
ず
製
品
の
注
意
事
項
を
守
り
な
が
ら
、換
気
、家
事

用
手
袋
着
用
で
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。金
属
は
腐
食

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、名
前
が
似
て
い
る『
次
亜
塩
素
酸
水
』も

一
部
の
製
品
は
有
効
で
す
が
、異
な
る
物
質
と
い
う

こ
と
を
知
って
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
出
回
って
い
ま
す
。

目
的
に
あ
っ
た
製
品
を
正
し
く
選
び
、正
し
い
方
法
で

使
用
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。そ
の
上
で
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
の
後
、

　
消
毒
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●〝
手
で
触
れ
る
も
の
〞へ
の

　
感
染
症
対
策
は
？

●『
消
毒
』と『
除
菌
』の
違
い
と
は
？

　朝
晩
、ぐ
っ
と
気
温
が
下
が
る
日
が
増
え
ま
し
た
。寒
く
な
る
に
つ
れ
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け
で
な
く
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
、「
し
っ

か
り
と
感
染
症
対
策
を
し
た
い
」と
い
う
お
声
を
耳
に
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
に
備
え
て
、

適
切
な
感
染
症
対
策
を
今一度
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

60
％
台
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
よ
る
消
毒
で
も
一
定
の
有
効
性
が
あ
り
ま
す
。70
％
以
上
の

　
も
の
が
入
手
困
難
な
場
合
な
ど
、使
用
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

4 手の甲をもう片方の
手の平でもみ洗う（両手）。

5 指を組んで両手の
指の間をもみ洗う。

6 親指をもう片方の手で
包みもみ洗う（両手）。

7 指先をもう片方の
手の平でもみ洗う（両手）。

8 両手首まで
丁寧にもみ洗う。

9 流水でよくすすいだ後、
きれいなタオルで拭き、
しっかり乾燥させる。

1 手指を流水でぬらす。 2 石けん液を適量
手に取り出す。

3 手の平と手の平を
擦り合わせよく泡立てる。

1

POINT

ワイヤー（ノーズピース）部分に
折り目をつける。

2 ゴムひもを耳にかける。

1 表面に触れないように
ゴムひもを外す。

2 表面に触れないように
ゴムひもを持って捨てる。

3 ワイヤーを顔の形に合わせる。 4 プリーツをあごの下まで伸ばし、
鼻と口を覆う。

正しい手の洗い方正しいマスクの着け方・外し方
着け方

外し方

・マスクの上下、表裏を確認する。
・マスクは顔に合ったサイズを選ぶ。

POINT手洗いの前に ・爪は短く切っておく。
・時計や指輪は外しておく。

POINT・マスクの表面に触れないようにする。
・マスクを外した後、手洗いする。

使い捨てマスクの場合

7 6
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ニュース ＆ イベント

「またあおうね」 mai  （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和2年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 大阪赤十字病院  院長 坂井 義治情熱の白衣 医師の素顔●74
食だより／秋の旬の食材〝かぼちゃ〟　　お薬ミニ知識／お薬を正しく飲めていますか？
『がんサポートチーム』からのお知らせ　　〝かかりつけ医〟をもちましょう　　感染症予防のヒント －正しく理解し、適切なものを選択するために－

　本年3月、京都大学消化管外科教授を辞し、4月から当院の院長として新型コロナ
ウイルス感染症対策の陣頭指揮に当たっていましたが、この度令和2年10月より消化
管外科外来を開始し、外科医として臨床の指導も再開することになりました。大学在職
中は、大腸外科医として大腸癌にとどまらず炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎やクローン
病）の外科治療も積極的に行ってきました。
　平成30年4月より直腸癌に対して保険収載されたロボット支援下手術にも精力的に
取り組んでおり、西日本に5人しかいない日本内視鏡外科学会認定プロクター（指導
者）として、自ら執刀をしつつ、後進の指導も積極的に行っています。大腸疾患、特に
直腸癌や炎症性腸疾患の患者さんをご紹介いただきますと幸いです。セカンドオピ
ニオンの方もどうぞお越しください。

News

大阪赤十字病院の理念

人事異動情報 （令和２年7月31日～10月1日）
採用

編集後記
　猛暑だった夏がいつの間にか過ぎ、日に日に涼しく、木々も彩り
始めました。今年は新型コロナウイルス感染症の世界的な感染
拡大で、いつもとは違う毎日を過ごしていると、当たり前にあった
ものの有難さを実感させられますね。秋といえば“食欲の秋”とも
いわれますが、私は十五夜にお月様を眺めながら月見団子を食べ
たり、さつまいもと鶏肉の炊き込みご飯を炊いたりして、今年も
おいしい秋の味覚を味わえる有難さを噛みしめています。紅葉を
見に行くにも人混みが気になる今年は、どうぞ皆さまもおいしい
秋の味覚から〝秋〟を実感されてみてはいかがでしょうか。　  （H.I）

令和2年10月から
坂井院長が外科外来を開始しました

▲本館2階「患者相談窓口」

寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度
個人として資金を拠出された場合

●

1.有功章・社長感謝状 ①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 社長感謝状

2.支部長表彰状（感謝状）  個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき
3.特別社員章（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章

（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。

・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または3年以内の累計額で500万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）
　　法人・団体の場合 → 一時または3年以内の累計額で1,000万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）
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学んで防ごう！ 『新型コロナウイルス感染症』特 集

診療担当日▶消化器外科 金曜日 午前 

　医療ソーシャルワーカー（MSW）をご存
じですか？　私たちMSWは『患者相談窓口』
や『がん相談支援センター』でさまざまな
生活上の相談をお聞きしたり、病棟で退院
支援として退院後の生活を円滑に行って
いただけるよう支援をしたりしています。
また、当院のチーム医療の一員としてかか
わり、社会福祉の立場からさまざまな支援
を行っています。
　今までは白衣を着用して業務を行って
いましたが、動きやすさを高め見た目で
MSWの存在を認識していただくことを目的に制服を変更しました。現在、当院の
MSWは6名と少ない人数ですが、この制服を見かけたら「相談員さん！」と気軽に
お声がけいただければと思います。本館2階の患者相談窓口・がん相談支援センター
でもお待ちしていますので、どんなことでもご相談ください。

News
〈8月1日付〉●定本　怜子（産婦人科部・専攻医）　〈10月1日付〉

●髙橋　雄大（泌尿器科部・医師）　●小林　雅典（整形外科部・医師）
●西尾　直子（放射線診断科部・医師）　●湯浅　友寿里（大手前整肢学園医務
部・医師）　●前田　広太郎（腎臓内科部・専攻医）　●髙木　梨恵（血液内科部・
専攻医）　●周　素蘇（糖尿病・内分泌内科部・専攻医）　●中野　省吾（消化器
内科部・専攻医）　●庄野　容子（消化器外科部・専攻医）　●石田　憲太郎
（産婦人科部・専攻医）　●池﨑　友美（整形外科部・専攻医）　●徳永　真也
（脳神経外科部・専攻医）　●丸一　栞里（循環器内科部・専攻医）　●西本　舞
（乳腺外科部・専攻医）　●奥　雄暉（血液内科部・専攻医）　●水谷　萌（呼吸
器内科部・専攻医）

退職 〈7月31日付〉●寺田　行範（脳神経外科部・医師）　〈9月14日
付〉　●吉水　美嶺（産婦人科部・医師）　〈9月30日付〉　●尾﨑　香子（リウ
マチ・膠原病内科部・医師）　●舩本　知里（整形外科部・医師）　●服部　悠斗
（泌尿器科部・医師）　●大宮　千明（腎臓内科部・専攻医）　●塩見　晃司
（脳神経外科部・専攻医）　●櫻井　絢（糖尿病・内分泌内科部・専攻医）
●大橋　倫子（リウマチ・膠原病内科部・専攻医）　●由比　直樹（血液内科部・
専攻医）　●土井　響（小児科部・専攻医）　●李　悠（消化器外科部・専攻医）
●岡本　吉央（血液内科部・専攻医）　●今本　量允（循環器内科部・専攻医）
●脇田　碧（消化器内科部・専攻医）　●緒方　康祐（糖尿病・内分泌内科部・
専攻医）　●塚崎　翔太（消化器外科部・専攻医）　●唐渡　修一郎（消化器内
科部・専攻医）　●伊藤　聖顕（消化器外科部・専攻医）　●天満　祐貴（小児
科部・非常勤嘱託医師→小児科部・専攻医）　●西尾　直子（放射線診断
科部・非常勤嘱託医師）

医療ソーシャルワーカーの制服が変わりました

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる当院に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に
励みます。皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

当院へのご寄付について

法人として資金を拠出された場合
●

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の年間所得
額の40％）から2,000円を差し引いた額が寄付者
の年間所得総額から控除されます。（所得税法第
78条第2項第3号）

特定公益増進法人に対する寄付金の損金算入限
度額を損金に算入することができます。（法人税法
第37条第4項）
※寄付金損金算入限度額については、法人の資本や所得
　金額によって異なります。限度額については税務署や
　税理士の方にご確認ください。

ご寄付の連絡先

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和2年10月発行　第74号1 8
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